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と
全
世
界
に
向
け
て
高
ら
か
に

宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
の
後
、
2
0
1
6

年
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
提
唱
す

る
〈P

recision 
M
edicine

〉

に
向
けA

cadem
ia

は
一
斉
に

動
き
出
し
、
数
多
く
の
多
様
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
築
さ
れ
て

行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
法
人
の

M
ission

・V
ision

を
下
支
え
す

る
も
の
と
し
て
も
息
衝
い
て
い

る
の
で
す
。

　
現
在
構
想
し
て
い
る
様
々
な

事
業
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下

　
生
命
の
地
図
と

　北
斗
のM

ission

・V
ision

　
1
9
9
0
年
、
こ
の
年
は
社

会
医
療
法
人 

北
斗
が
帯
広
に
お

い
て
医
療
活
動
を
開
始
す
る
3

年
前
に
相
当
し
ま
す
。
米
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
厚
生
省
が
立

ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開

始
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
5
0
0
0
億
円
を

注
ぎ
込
み
、
15
年
間
で
〈M

ap 
of Life

（
生
命
の
地
図
）
〉
を
解

き
明
か
す
と
い
う
、
多
分
に
挑
戦

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
〈Human Genome Project

〉

と
も
呼
称
さ
れ
、
予
定
よ
り
2

年
早
く
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、

お
よ
そ
2
万
3
0
0
0
の
ゲ
ノ

ム
のC

oding

を
解
読
し
終
え
た

の
が
2
0
0
3
年
4
月
14
日
で

し
た
。
こ
の
場
に
参
画
し
て
い

た
米
国
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
、

英
国
首
相
ブ
レ
ア
ー
は

「
つ
い
に
人
類
は〈
生
命
の
地
図
〉

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」

支
え
を
抜
き
に
構
築
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

　ゲ
ー
ト・イ
ン
し
て
い
る
時
代
に

　
米
国
は
昨
年
の
2
月
3
日
、

野
心
的
政
策
目
標
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
…
実
現
す
れ
ば
世

界
が
変
わ
る
、
そ
し
て
政
策
課

題
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
〈C

a
n
c
e
r 

M
oonshot 

project

〉
と
称
し

て
高
く
掲
げ
ま
し
た
。

『
今
後
25
年
の
時
間
の
な
か
で
、

が
ん
で
亡
く
な
る
方
を
半
分
に

す
る
│
』

　
こ
れ
は
2
0
1
6
年
に
オ
バ

マ
政
権
が
立
ち
上
げ
、
当
時
副

大
統
領
だ
っ
た
バ
イ
デ
ン
（
現

米
国
大
統
領
）
も
参
画
し
て
い

た
曰
く
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
比
率
が
高
ま
る
社
会

に
お
い
て
、
認
知
症
の
患
者
さ

ん
が
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
を
阻

止
す
る
こ
と
は
簡
単
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
、
地
球
規
模
で

5
5
0
0
万
人
、
2
0
3
0
年

に
は
7
8
0
0
万
人
に
な
っ
て

い
き
、
現
在
の
米
国
に
お
い
て

も
毎
年
3
5
5
0
億
ド
ル
が
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
、
現
在
は
数
多
く

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ゲ
ー
ト
・

イ
ン
し
て
い
る
時
代
に
突
入
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
・
認
知
症 

V
S 

北
斗

　
当
院
に
お
い
て
は
、
5
年
前

よ
り
導
入
し
て
い
る
N
G
S

（Next Generation Sequencer

：

次
世
代
型
遺
伝
子
解
析
機
）
に

よ
る
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
解
析

が
膨
大
な
価
値
あ
る
情
報
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
抗
が
ん

剤
を
始
め
と
す
る
、
多
様
な
治

療
の
中
か
ら
、
最
適
な
方
法
を

選
択
す
る
こ
と
を
も
可
能
に
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
の
加
藤
容
崇
先

生
を
先
頭
と
し
た
チ
ー
ム
は
、

マ
イ
ク
ロ
流
体
デ
バ
イ
ス
と
ナ

ノ
ワ
イ
ヤ
・
デ
バ
イ
ス
と
を
ジ

ョ
イ
ン
ト
し
、
尿
中
の
マ
イ
ク

ロ
R
N
A
を
収
集
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
、
日
本
で
は
唯
一
、

95
％
を
超
え
る
高
精
度
の
が
ん

の
早
期
発
見
を
可
能
に
し
て
い

る
存
在
と
も
い
え
ま
す
。

　
全
世
界
で
患
者
数
5
5
0
0

万
人
を
超
え
る
認
知
症
は
、

2
0
3
0
年
に
は
7
8
0
0
万

人
、
2
0
5
0
年
に
は
1
億

3
9
0
0
万
人
へ
と
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
2
0
2
2
年
12
月
7
日
、
エ

ー
ザ
イ
／
バ
イ
オ
ジ
ェ
ン
・
イ

ン
ク
よ
りLecanem

ab

（
認
知

症
の
治
療
薬
と
し
て
大
き
な
期

北
斗
の M

ission

・V
ision

2023年1月18日、
社会医療法人北斗は30周年を迎えます。
これまで支えていただいた地域の皆さま、

関わっていただいたすべての皆さまに感謝申し上げます。
これからも皆さまの頼れる存在になるよう努力し続けます。

沿革 1993（平成5）年-2022（令和4）年

1993年 ●北斗病院開設
（平成5年） 　病床数合計 155床／職員数 182名
1995年 ●北斗病院 機能回復センター カイラス開設
（平成7年） 　病床数合計 252床／職員数 289名
2001年 ●とかち病院承継
（平成13年） 　病床数合計 374床／職員数 457名
2003年 ●北斗病院新館病棟／ PETセンター開設
（平成15年） 　病床数合計 454床／職員数 509名
2005年 ●北斗クリニック開設
（平成17年） 　病床数合計 454床／職員数 533名
2009年 ●社会医療法人認可
 ●十勝恵愛会病院承継
（平成21年） 　病床数合計 525床／職員数 727名
2013年 ●十勝リハビリテーションセンター開設
（平成25年） ●HOKUTO画像診断センター開設（海外）
 　病床数合計 525床／職員数 895名
2015年 ●サービス付き高齢者住宅あやとり開設
（平成27年） ●新得クリニック開設
 ●上士幌クリニック／
 　 介護老人保健施設かみしほろ開設
 　病床数合計 662床／職員数 1,035名
2016年 ●医療法人 熊谷総合病院承継（310床）

（平成28年） 　病床数合計 972床／職員数 1,538名
2017年 ●十勝自立支援センター介護老人保健施設
（平成29年） 　かけはし開設
 ●介護付有料老人ホーム ノーステラス緑ヶ丘開設
 ●介護付有料老人ホーム ノーステラス札内西町開設
 　病床数合計 1,255床／職員数 1,755名
2018年 ●ほくと自立支援ホーム開設
（平成30年） ●HOKUTOリハビリテーションセンター開設（海外）
 　病床数合計 1,261床／職員数 1,811名
2019年 ●ほくと鍼灸院開設
（令和元年） ●北斗福祉村ガーデン星の庭オープン
 ●広尾町国民健康保険病院
 　地方独立行政法人化（48床）
 　病床数合計 1,309床／職員数 1,921名
2021年 ●認知症対応型共同生活介護
（令和3年） 　グループホームあおぞら開設
 　病床数合計 1,327床／職員数 1,941名
2022年 　病床数合計 1,327床／職員数 2,036名
（令和4年）

2023年 ●介護付有料老人ホーム ノーステラス環状東開設
（令和5年）

地域と共に30年

1993年開設当時

※11月現在

※3月予定

待
を
生
み
出
し
て
い
る
…
）
の

18
カ
月
に
及
ぶ
臨
床
治
験
の
結

果
が
報
告
さ
れ
、
27
%
の
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
院
の
鴫
原
良
仁
先
生
に
よ
り
、

認
知
症
の
診
療
目
的
と
し
て
は
、

日
本
で
は
唯
一
、
我
々
の
関
連
施
設

に
て
の
み
稼
働
し
て
い
る
M
E
G

（M
agnetoencephalography

：
脳
磁
計
）
で
認
知
症
患
者
さ
ん

の
解
析
を
行
い
、
早
期
の
認
知

症
に
お
い
て
も
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
一
定
の

改
善
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
は

国
際
的
科
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。
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2017年 ●十勝自立支援センター介護老人保健施設
（平成29年） 　かけはし開設
 ●介護付有料老人ホーム ノーステラス緑ヶ丘開設
 ●介護付有料老人ホーム ノーステラス札内西町開設
 　病床数合計 1,255床／職員数 1,755名
2018年 ●ほくと自立支援ホーム開設
（平成30年） ●HOKUTOリハビリテーションセンター開設（海外）
 　病床数合計 1,261床／職員数 1,811名
2019年 ●ほくと鍼灸院開設
（令和元年） ●北斗福祉村ガーデン星の庭オープン
 ●広尾町国民健康保険病院
 　地方独立行政法人化（48床）
 　病床数合計 1,309床／職員数 1,921名
2021年 ●認知症対応型共同生活介護
（令和3年） 　グループホームあおぞら開設
 　病床数合計 1,327床／職員数 1,941名
2022年 　病床数合計 1,327床／職員数 2,036名
（令和4年）

2023年 ●介護付有料老人ホーム ノーステラス環状東開設
（令和5年）

地域と共に30年

1993年開設当時

※11月現在

※3月予定

待
を
生
み
出
し
て
い
る
…
）
の

18
カ
月
に
及
ぶ
臨
床
治
験
の
結

果
が
報
告
さ
れ
、
27
%
の
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
院
の
鴫
原
良
仁
先
生
に
よ
り
、

認
知
症
の
診
療
目
的
と
し
て
は
、

日
本
で
は
唯
一
、
我
々
の
関
連
施
設

に
て
の
み
稼
働
し
て
い
る
M
E
G

（M
agnetoencephalography

：
脳
磁
計
）
で
認
知
症
患
者
さ
ん

の
解
析
を
行
い
、
早
期
の
認
知

症
に
お
い
て
も
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
一
定
の

改
善
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
は

国
際
的
科
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。
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と
全
世
界
に
向
け
て
高
ら
か
に

宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
の
後
、
2
0
1
6

年
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
提
唱
す

る
〈P

recision 
M
edicine

〉

に
向
けA

cadem
ia

は
一
斉
に

動
き
出
し
、
数
多
く
の
多
様
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
築
さ
れ
て

行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
法
人
の

M
ission

・V
ision

を
下
支
え
す

る
も
の
と
し
て
も
息
衝
い
て
い

る
の
で
す
。

　
現
在
構
想
し
て
い
る
様
々
な

事
業
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下

　
生
命
の
地
図
と

　北
斗
のM

ission

・V
ision

　
1
9
9
0
年
、
こ
の
年
は
社

会
医
療
法
人 

北
斗
が
帯
広
に
お

い
て
医
療
活
動
を
開
始
す
る
3

年
前
に
相
当
し
ま
す
。
米
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
厚
生
省
が
立

ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開

始
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
5
0
0
0
億
円
を

注
ぎ
込
み
、
15
年
間
で
〈M

ap 
of Life

（
生
命
の
地
図
）
〉
を
解

き
明
か
す
と
い
う
、
多
分
に
挑
戦

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
〈Human Genome Project

〉

と
も
呼
称
さ
れ
、
予
定
よ
り
2

年
早
く
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、

お
よ
そ
2
万
3
0
0
0
の
ゲ
ノ

ム
のC

oding

を
解
読
し
終
え
た

の
が
2
0
0
3
年
4
月
14
日
で

し
た
。
こ
の
場
に
参
画
し
て
い

た
米
国
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
、

英
国
首
相
ブ
レ
ア
ー
は

「
つ
い
に
人
類
は〈
生
命
の
地
図
〉

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」

支
え
を
抜
き
に
構
築
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

　ゲ
ー
ト・イ
ン
し
て
い
る
時
代
に

　
米
国
は
昨
年
の
2
月
3
日
、

野
心
的
政
策
目
標
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
…
実
現
す
れ
ば
世

界
が
変
わ
る
、
そ
し
て
政
策
課

題
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
〈C

a
n
c
e
r 

M
oonshot 

project

〉
と
称
し

て
高
く
掲
げ
ま
し
た
。

『
今
後
25
年
の
時
間
の
な
か
で
、

が
ん
で
亡
く
な
る
方
を
半
分
に

す
る
│
』

　
こ
れ
は
2
0
1
6
年
に
オ
バ

マ
政
権
が
立
ち
上
げ
、
当
時
副

大
統
領
だ
っ
た
バ
イ
デ
ン
（
現

米
国
大
統
領
）
も
参
画
し
て
い

た
曰
く
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
比
率
が
高
ま
る
社
会

に
お
い
て
、
認
知
症
の
患
者
さ

ん
が
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
を
阻

止
す
る
こ
と
は
簡
単
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
、
地
球
規
模
で

5
5
0
0
万
人
、
2
0
3
0
年

に
は
7
8
0
0
万
人
に
な
っ
て

い
き
、
現
在
の
米
国
に
お
い
て

も
毎
年
3
5
5
0
億
ド
ル
が
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
、
現
在
は
数
多
く

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ゲ
ー
ト
・

イ
ン
し
て
い
る
時
代
に
突
入
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
・
認
知
症 

V
S 

北
斗

　
当
院
に
お
い
て
は
、
5
年
前

よ
り
導
入
し
て
い
る
N
G
S

（Next Generation Sequencer

：

次
世
代
型
遺
伝
子
解
析
機
）
に

よ
る
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
解
析

が
膨
大
な
価
値
あ
る
情
報
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
抗
が
ん

剤
を
始
め
と
す
る
、
多
様
な
治

療
の
中
か
ら
、
最
適
な
方
法
を

選
択
す
る
こ
と
を
も
可
能
に
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
の
加
藤
容
崇
先

生
を
先
頭
と
し
た
チ
ー
ム
は
、

マ
イ
ク
ロ
流
体
デ
バ
イ
ス
と
ナ

ノ
ワ
イ
ヤ
・
デ
バ
イ
ス
と
を
ジ

ョ
イ
ン
ト
し
、
尿
中
の
マ
イ
ク

ロ
R
N
A
を
収
集
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
、
日
本
で
は
唯
一
、

95
％
を
超
え
る
高
精
度
の
が
ん

の
早
期
発
見
を
可
能
に
し
て
い

る
存
在
と
も
い
え
ま
す
。

　
全
世
界
で
患
者
数
5
5
0
0

万
人
を
超
え
る
認
知
症
は
、

2
0
3
0
年
に
は
7
8
0
0
万

人
、
2
0
5
0
年
に
は
1
億

3
9
0
0
万
人
へ
と
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
2
0
2
2
年
12
月
7
日
、
エ

ー
ザ
イ
／
バ
イ
オ
ジ
ェ
ン
・
イ

ン
ク
よ
りLecanem

ab

（
認
知

症
の
治
療
薬
と
し
て
大
き
な
期

　
世
界
に
冠
た
る

　〈国
民
皆
保
険
制
度
〉の
基
礎

　
現
在
の
〈
地
域
医
療
構
想
〉
と

〈
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
〉
を

両
輪
と
す
る
医
療
・
介
護
制
度
改

革
は
、
社
会
の
変
容
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
る
医
療
と
介
護
に
お
け
る

需
要
と
供
給
、
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
産
み
落
と
し
た
も
の
と
捉
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
改
正
は
、
医

療
・
介
護
費
の
抑
制
に
重
点
を

置
い
た
も
の
で
し
た
。
人
口
動

態
を
解
析
す
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
解
析
を
基
礎
に
、
社
会
の

変
容
を
と
ら
え
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
を
簡
単
に
見
て

い
き
ま
す
。

　
日
本
史
を
、
人
口
動
態
の
推

移
か
ら
大
雑
把
に
俯
瞰
し
て
い

く
と
、
江
戸
幕
府
の
成
立
時
で

1
2
2
7
万
人
、
明
治
維
新
時

で
3
3
3
0
万
人
、
多
く
の
戦

死
者
を
生
み
出
し
た
第
二
次
大

戦
時
で
7
1
9
9
万
人
…
こ
の

様
に
総
人
口
は
近
代
史
に
入
っ

て
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
2
0
1
0
年
の
1

億
2
8
0
6
万
人
を
ピ
ー
ク
に

急
激
に
減
少
し
始
め
、
2
0
5

0
年
に
は
9
7
0
8
万
人
ま
で

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
終
戦
時
の
日
本
は
ほ
と
ん
ど

の
社
会
資
源
・
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
喪
失
す
る
ま
で
に
焼
き
尽
く

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

〈
奇
跡
の
復
興
〉
は
先
達
の
熱

く
高
い
志
と
、
数
多
く
の
偶
然

に
恵
ま
れ
た
中
で
生
み
出
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
〈
奇
跡
の
復
興
〉
の
過

程
を
人
口
動
態
の
面
で
と
ら
え

る
と
、
15
〜
64
歳
ま
で
の
就
業

者
労
働
人
口
の
着
実
な
増
加
が

経
済
成
長
を
支
え
て
い
た
と
い

え
ま
す
。
こ
の
過
程
は
〈
人
口

ボ
ー
ナ
ス
の
時
代
〉
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
日
本
は
、
1
9
9
0

年
の
〈
バ
ブ
ル
の
崩
壊
〉
を
契

機
に
〈
出
口
の
な
い
デ
フ
レ
経

済
〉
に
迷
い
込
む
こ
と
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
米
国
と
一
部
の

E
U
諸
国
を
除
き
、
中
国
、
韓

国
、
イ
ン
ド
な
ど
多
く
の
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
か
ら
5
〜

10
年
遅
れ
る
よ
う
に
就
業
者
労

働
人
口
の
減
少
、
即
ち
〈
人
口

オ
ー
ナ
ス
の
時
代
〉
へ
と
迷
い

込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
世
界
に
冠
た
る
〈
国
民
皆
保

険
制
度
〉
に
お
い
て
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
7
〜
8
人
の

就
業
者
で
支
え
る
こ
と
を
基
礎

に
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
就

業
者
労
働
人
口
は
一
時
的
に
増

大
す
る
も
の
の
長
期
的
に
は
相

対
的
に
減
少
に
転
じ
て
い
く
、

こ
の
現
実
が
全
て
を
語
り
尽
く

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
情
報
の
組
織
化
を
通
じ
た

　働
き
方
改
革
と
D
X

　
厚
生
労
働
省
は
再
編
統
合
が

必
要
な
4
2
4
病
院
を
公
表
し
、

公
的
・
公
立
病
院
の
統
廃
合
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
二
次
医
療
圏
の
ひ

と
つ
で
あ
る
十
勝
管
内
に
は
19

の
行
政
組
織
が
あ
り
、
統
廃
合

を
押
し
と
ど
め
て
い
る
か
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
様
な
環
境
の

中
で
、
4
年
前
に
広
尾
町
と
の

間
に
お
い
て
地
方
独
立
行
政
法

人
化
の
作
業
に
取
り
掛
か
り
、

変
革
の
大
き
な
ウ
ネ
リ
を
創
り

出
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
際
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
医
療
情
報
を
組
織
改
革
の
要

と
す
る
取
り
組
み
は
極
め
て
重

要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
し

て
組
織
実
態
を
定
め
、
医
療
・

介
護
に
か
か
わ
る
現
場
か
ら
大

量
に
派
生
す
る
情
報
を
組
織
化

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
た
ち

の
働
き
方
改
革
を
大
胆
に
推
し

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
一
連
の
作
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、D

igital 
T
ransform

ation

の
開
示
が
現

実
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
。

北斗の Mission・Vision

社会医療法人 北斗 理事長 

Profile

鎌田　 一
Kamada Hajime

札幌医科大学卒業。中村記念病院勤務を経て群馬大学第
一病理学教室へ国内留学。日本脳神経外科学会 専門医取
得後、米カリフォルニア大学サンフランシスコ分校（UCSF）へ
留学。1993年 北斗病院を開設、現在に至る

い
わ

社
会
の
変
容
と

医
療
・
介
護
制
度
改
革
、
D
X

待
を
生
み
出
し
て
い
る
…
）
の

18
カ
月
に
及
ぶ
臨
床
治
験
の
結

果
が
報
告
さ
れ
、
27
%
の
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
院
の
鴫
原
良
仁
先
生
に
よ
り
、

認
知
症
の
診
療
目
的
と
し
て
は
、

日
本
で
は
唯
一
、
我
々
の
関
連
施
設

に
て
の
み
稼
働
し
て
い
る
M
E
G

（M
agnetoencephalography

：
脳
磁
計
）
で
認
知
症
患
者
さ
ん

の
解
析
を
行
い
、
早
期
の
認
知

症
に
お
い
て
も
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
一
定
の

改
善
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
は

国
際
的
科
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。
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と
全
世
界
に
向
け
て
高
ら
か
に

宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
の
後
、
2
0
1
6

年
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
提
唱
す

る
〈P

recision 
M
edicine

〉

に
向
けA

cadem
ia

は
一
斉
に

動
き
出
し
、
数
多
く
の
多
様
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
築
さ
れ
て

行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
法
人
の

M
ission

・V
ision

を
下
支
え
す

る
も
の
と
し
て
も
息
衝
い
て
い

る
の
で
す
。

　
現
在
構
想
し
て
い
る
様
々
な

事
業
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下

　
生
命
の
地
図
と

　北
斗
のM

ission

・V
ision

　
1
9
9
0
年
、
こ
の
年
は
社

会
医
療
法
人 

北
斗
が
帯
広
に
お

い
て
医
療
活
動
を
開
始
す
る
3

年
前
に
相
当
し
ま
す
。
米
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
厚
生
省
が
立

ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開

始
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
5
0
0
0
億
円
を

注
ぎ
込
み
、
15
年
間
で
〈M

ap 
of Life

（
生
命
の
地
図
）
〉
を
解

き
明
か
す
と
い
う
、
多
分
に
挑
戦

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
〈Human Genome Project

〉

と
も
呼
称
さ
れ
、
予
定
よ
り
2

年
早
く
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、

お
よ
そ
2
万
3
0
0
0
の
ゲ
ノ

ム
のC

oding

を
解
読
し
終
え
た

の
が
2
0
0
3
年
4
月
14
日
で

し
た
。
こ
の
場
に
参
画
し
て
い

た
米
国
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
、

英
国
首
相
ブ
レ
ア
ー
は

「
つ
い
に
人
類
は〈
生
命
の
地
図
〉

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」

支
え
を
抜
き
に
構
築
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

　ゲ
ー
ト・イ
ン
し
て
い
る
時
代
に

　
米
国
は
昨
年
の
2
月
3
日
、

野
心
的
政
策
目
標
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
…
実
現
す
れ
ば
世

界
が
変
わ
る
、
そ
し
て
政
策
課

題
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
〈C

a
n
c
e
r 

M
oonshot 

project

〉
と
称
し

て
高
く
掲
げ
ま
し
た
。

『
今
後
25
年
の
時
間
の
な
か
で
、

が
ん
で
亡
く
な
る
方
を
半
分
に

す
る
│
』

　
こ
れ
は
2
0
1
6
年
に
オ
バ

マ
政
権
が
立
ち
上
げ
、
当
時
副

大
統
領
だ
っ
た
バ
イ
デ
ン
（
現

米
国
大
統
領
）
も
参
画
し
て
い

た
曰
く
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
比
率
が
高
ま
る
社
会

に
お
い
て
、
認
知
症
の
患
者
さ

ん
が
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
を
阻

止
す
る
こ
と
は
簡
単
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
、
地
球
規
模
で

5
5
0
0
万
人
、
2
0
3
0
年

に
は
7
8
0
0
万
人
に
な
っ
て

い
き
、
現
在
の
米
国
に
お
い
て

も
毎
年
3
5
5
0
億
ド
ル
が
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
、
現
在
は
数
多
く

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ゲ
ー
ト
・

イ
ン
し
て
い
る
時
代
に
突
入
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
・
認
知
症 

V
S 

北
斗

　
当
院
に
お
い
て
は
、
5
年
前

よ
り
導
入
し
て
い
る
N
G
S

（Next Generation Sequencer

：

次
世
代
型
遺
伝
子
解
析
機
）
に

よ
る
が
ん
細
胞
の
遺
伝
子
解
析

が
膨
大
な
価
値
あ
る
情
報
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
抗
が
ん

剤
を
始
め
と
す
る
、
多
様
な
治

療
の
中
か
ら
、
最
適
な
方
法
を

選
択
す
る
こ
と
を
も
可
能
に
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
の
加
藤
容
崇
先

生
を
先
頭
と
し
た
チ
ー
ム
は
、

マ
イ
ク
ロ
流
体
デ
バ
イ
ス
と
ナ

ノ
ワ
イ
ヤ
・
デ
バ
イ
ス
と
を
ジ

ョ
イ
ン
ト
し
、
尿
中
の
マ
イ
ク

ロ
R
N
A
を
収
集
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
、
日
本
で
は
唯
一
、

95
％
を
超
え
る
高
精
度
の
が
ん

の
早
期
発
見
を
可
能
に
し
て
い

る
存
在
と
も
い
え
ま
す
。

　
全
世
界
で
患
者
数
5
5
0
0

万
人
を
超
え
る
認
知
症
は
、

2
0
3
0
年
に
は
7
8
0
0
万

人
、
2
0
5
0
年
に
は
1
億

3
9
0
0
万
人
へ
と
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
2
0
2
2
年
12
月
7
日
、
エ

ー
ザ
イ
／
バ
イ
オ
ジ
ェ
ン
・
イ

ン
ク
よ
りLecanem

ab

（
認
知

症
の
治
療
薬
と
し
て
大
き
な
期

　
世
界
に
冠
た
る

　〈国
民
皆
保
険
制
度
〉の
基
礎

　
現
在
の
〈
地
域
医
療
構
想
〉
と

〈
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
〉
を

両
輪
と
す
る
医
療
・
介
護
制
度
改

革
は
、
社
会
の
変
容
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
る
医
療
と
介
護
に
お
け
る

需
要
と
供
給
、
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
産
み
落
と
し
た
も
の
と
捉
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
改
正
は
、
医

療
・
介
護
費
の
抑
制
に
重
点
を

置
い
た
も
の
で
し
た
。
人
口
動

態
を
解
析
す
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
解
析
を
基
礎
に
、
社
会
の

変
容
を
と
ら
え
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
を
簡
単
に
見
て

い
き
ま
す
。

　
日
本
史
を
、
人
口
動
態
の
推

移
か
ら
大
雑
把
に
俯
瞰
し
て
い

く
と
、
江
戸
幕
府
の
成
立
時
で

1
2
2
7
万
人
、
明
治
維
新
時

で
3
3
3
0
万
人
、
多
く
の
戦

死
者
を
生
み
出
し
た
第
二
次
大

戦
時
で
7
1
9
9
万
人
…
こ
の

様
に
総
人
口
は
近
代
史
に
入
っ

て
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
2
0
1
0
年
の
1

億
2
8
0
6
万
人
を
ピ
ー
ク
に

急
激
に
減
少
し
始
め
、
2
0
5

0
年
に
は
9
7
0
8
万
人
ま
で

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
終
戦
時
の
日
本
は
ほ
と
ん
ど

の
社
会
資
源
・
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
喪
失
す
る
ま
で
に
焼
き
尽
く

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

〈
奇
跡
の
復
興
〉
は
先
達
の
熱

く
高
い
志
と
、
数
多
く
の
偶
然

に
恵
ま
れ
た
中
で
生
み
出
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
〈
奇
跡
の
復
興
〉
の
過

程
を
人
口
動
態
の
面
で
と
ら
え

る
と
、
15
〜
64
歳
ま
で
の
就
業

者
労
働
人
口
の
着
実
な
増
加
が

経
済
成
長
を
支
え
て
い
た
と
い

え
ま
す
。
こ
の
過
程
は
〈
人
口

ボ
ー
ナ
ス
の
時
代
〉
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
日
本
は
、
1
9
9
0

年
の
〈
バ
ブ
ル
の
崩
壊
〉
を
契

機
に
〈
出
口
の
な
い
デ
フ
レ
経

済
〉
に
迷
い
込
む
こ
と
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
米
国
と
一
部
の

E
U
諸
国
を
除
き
、
中
国
、
韓

国
、
イ
ン
ド
な
ど
多
く
の
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
か
ら
5
〜

10
年
遅
れ
る
よ
う
に
就
業
者
労

働
人
口
の
減
少
、
即
ち
〈
人
口

オ
ー
ナ
ス
の
時
代
〉
へ
と
迷
い

込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
世
界
に
冠
た
る
〈
国
民
皆
保

険
制
度
〉
に
お
い
て
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
7
〜
8
人
の

就
業
者
で
支
え
る
こ
と
を
基
礎

に
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
就

業
者
労
働
人
口
は
一
時
的
に
増

大
す
る
も
の
の
長
期
的
に
は
相

対
的
に
減
少
に
転
じ
て
い
く
、

こ
の
現
実
が
全
て
を
語
り
尽
く

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
情
報
の
組
織
化
を
通
じ
た

　働
き
方
改
革
と
D
X

　
厚
生
労
働
省
は
再
編
統
合
が

必
要
な
4
2
4
病
院
を
公
表
し
、

公
的
・
公
立
病
院
の
統
廃
合
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
二
次
医
療
圏
の
ひ

と
つ
で
あ
る
十
勝
管
内
に
は
19

の
行
政
組
織
が
あ
り
、
統
廃
合

を
押
し
と
ど
め
て
い
る
か
の
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
様
な
環
境
の

中
で
、
4
年
前
に
広
尾
町
と
の

間
に
お
い
て
地
方
独
立
行
政
法

人
化
の
作
業
に
取
り
掛
か
り
、

変
革
の
大
き
な
ウ
ネ
リ
を
創
り

出
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
際
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
医
療
情
報
を
組
織
改
革
の
要

と
す
る
取
り
組
み
は
極
め
て
重

要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
し

て
組
織
実
態
を
定
め
、
医
療
・

介
護
に
か
か
わ
る
現
場
か
ら
大

量
に
派
生
す
る
情
報
を
組
織
化

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
た
ち

の
働
き
方
改
革
を
大
胆
に
推
し

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
一
連
の
作
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、D

igital 
T
ransform

ation

の
開
示
が
現

実
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
。

北斗の Mission・Vision

社会医療法人 北斗 理事長 

Profile

鎌田　 一
Kamada Hajime

札幌医科大学卒業。中村記念病院勤務を経て群馬大学第
一病理学教室へ国内留学。日本脳神経外科学会 専門医取
得後、米カリフォルニア大学サンフランシスコ分校（UCSF）へ
留学。1993年 北斗病院を開設、現在に至る

い
わ

社
会
の
変
容
と

医
療
・
介
護
制
度
改
革
、
D
X

待
を
生
み
出
し
て
い
る
…
）
の

18
カ
月
に
及
ぶ
臨
床
治
験
の
結

果
が
報
告
さ
れ
、
27
%
の
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
院
の
鴫
原
良
仁
先
生
に
よ
り
、

認
知
症
の
診
療
目
的
と
し
て
は
、

日
本
で
は
唯
一
、
我
々
の
関
連
施
設

に
て
の
み
稼
働
し
て
い
る
M
E
G

（M
agnetoencephalography

：
脳
磁
計
）
で
認
知
症
患
者
さ
ん

の
解
析
を
行
い
、
早
期
の
認
知

症
に
お
い
て
も
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
一
定
の

改
善
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
は

国
際
的
科
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

大
き
な
反
響
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。
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医者が教え
る腎臓の教

科書

vol.3

「慢性腎臓病」について

慢
性
腎
臓
病
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
予
防
接
種
は

受
け
た
方
が
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　
　慢性
腎
臓
病
は
、

免
疫
機
能
が
低
下
し
て

い
る
た
め
、
感
染
症
に
よ
る

死
亡
や
合
併
症
が
多
く
な
り

ま
す
。　

し
た
が
っ
て
、
感
染
危
険

性
の
高
い
病
原
体
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
冬
季
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
よ
る
予
防
が
重
要
で
す
が
、

高
齢
者
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
た
後
に
肺
炎
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
肺
炎
の
中

で
も
重
症
化
し
や
す
い
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
を
行
う
こ
と
が
勧
め
ら
れ

ま
す
。　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
お

い
て
も
、
慢
性
腎
臓
病
は
接

種
優
先
順
位
が
高
い
基
礎
疾

患
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も

接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
ワ
ク
チ
ン
は

あ
く
ま
で
も
感
染
対
策
の
ひ

と
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
マ
ス
ク
、

手
洗
い
な
ど
の
基
本
的
な
感

染
対
策
を
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
患
者
で

す
が
、
運
動
は
し
た
ほ

う
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　慢性
腎
臓
病
患
者

さ
ん
に
対
す
る
運
動
療

A Q

QA

Q

腎臓内科外来

北斗病院にて診察中！
毎月第2第4の㊎土曜

石田 亜希 先生

「肝腎（肝心）」という言葉を聞いたり使ったりしませ
んか？意味は「最も重要なこと」。肝臓も腎臓も人体
に欠くことのできない重要な器官であることからきて
いるそうです。そんな大事な腎臓への疑問を、腎臓
内科外来の石田 亜希先生に聞いてみました！

法
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
十

分
な
デ
ー
タ
が
な
い
の
が
現

状
で
す
。
し
か
し
、
最
近
は

e
G
F
R
の
改
善
や
総
死
亡

率
の
低
下
を
示
す
報
告
も
次

第
に
増
え
て
き
て
お
り
、
定

期
的
な
運
動
習
慣
を
持
つ
こ

と
は
腎
臓
病
の
予
後
に
良
い

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

運
動
療
法
は
身
体
活
動
度
の

ア
ッ
プ
、
認
知
症
の
予
防
、
生

活
の
質
の
改
善
な
ど
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
お
り
、
適

度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
患
者
は

ク
ス
リ
の
排
泄
が
低
下

し
て
血
液
中
に
た
ま
り
や
す

く
、
一
般
的
に
健
康
に
良
い
と

い
う
食
品
が
常
に
有
益
で
あ

慢
性
腎
臓
病
で
す
。
友
達
か
ら
腎
臓
に
良
い
と
い
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

飲
ん
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
？る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
比
較
的
安
全
と
考
え
ら
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
で

も
血
中
濃
度
が
上
昇
し
、
結

果
と
し
て
有
害
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
適

切
な
血
中
濃
度
の
維
持
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、
い
ま
だ

健
康
食
品
に
関
し
て
の
効
果

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
（
エ
ビ
デ

ン
ス
）
が
少
な
い
た
め
、
少
な

く
と
も
腎
臓
専
門
医
、
管
理

栄
養
士
な
ど
の
許
可
を
得
て
、

服
用
す
る
こ
と
が
安
全
で
す
。

A

HOKUTO　NFORMATION
2023.01 from Hokuto Hospital,Shintoku Clinic,Hiroo National Health Insurance Hospital

新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

NEW

S
N
S
新
着
情
報

社会医療法人北斗 公式SNS各種、随時更新しております！
今回は新しい　　　　　動画を1本ご紹介します。ぜひご覧ください！

後悔しないがん治療の選択
がん治療認定医の成定医師が「が
ん治療」についてアドバイス！
20年以上前からがんの集学的治
療に取り組んでいる成定先生にが
ん治療の選び方などについて聞い
てみました。後悔しない選択とは？

おまとめコース
SMILEドックは選べる6コース

SMILEドックは無痛MRI乳がん検診！

SMILEドック
おまとめコースなら がん・脳・心臓 コースが 一度に受けられます！

年度内に！

・30歳／平成04-05年（1992-1993年）4.1～3.31生まれ
・40歳／昭和57-58年（1982-1983年）4.1～3.31生まれ
・50歳／昭和47-48年（1972-1973年）4.1～3.31生まれ

MRIを使った  痛くない  見られない  乳がん検診。今までの検診に抵抗があった方におすすめ！

おまとめコース
以外のセットも
ご用意！詳しく
はお問い合わ
せください

24時間受付中！
※ご連絡は翌営業日 ※乳がんコースのみ

広
尾
の
み
の

ご
予
約
で
す

33,000円 16,500円
19,800円

WEB予約できます!

検診の詳しい内容、注意事
項はご予約の際にご説明い
たします。ご予約後、検診に
必要な書類等を発送いたし
ます。注意事項を必ずご確認
の上、問診票・同意書・保険
証を当日ご持参ください。

30歳・40歳・50歳対象

乳がん肺がん膵がん心臓脳がん

乳がん肺がん
膵がん心臓脳

がん

心臓脳がん
3つまとめて

●新得クリニック ☎0156-69-5151
　  〒081-0013 上川郡新得町3条南5丁目1〈ご予約受付時間／平日 9-17時〉

●広尾町国民健康保険病院 ☎01558-2-3111
　  〒089-2622 広尾郡広尾町公園通南4-1〈ご予約受付時間／平日 9-17時〉

■各料金税込 ■SMILEドックは町の助成制度が適用される場合があります ■お問い合わせは各施設まで

⬅詳しくは
　特設サイトを
　ご覧ください！

年度内
限定！！
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HOKUTONEWS
2022.11 in Hokuto

【
世
界
初
】尿
検
査
に
よ
る
が
ん
リ
ス
ク
を
早
期
発
見
す
る
検
査
開
始

　北
斗
病
院
はC

raif

株
式
会
社

（
東
京
都
文
京
区
、
C
E
O
：
小
野

瀨
隆
一
、
以
下C

raif

）
が
提
供
す
る

尿
中
マ
イ
ク
ロ
R
N
A
か
ら
が
ん
リ

ス
ク
を
早
期
発
見
す
る
が
ん
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
検
査
『m

iSignal®

（
マ
イ

シ
グ
ナ
ル
）
』
に
お
い
て
、
発
見
の
最

も
難
し
い
す
い
臓
が
ん
を
含
む
6
種

類
（
食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
、
す
い
臓
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が

ん
）
の
が
ん
種
を
対
象
と
し
た
新
規

が
ん
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
開
始
し
ま
し
た
。

　わ
た
し
達
は
慶
應
義
塾
大
学
腫
瘍

セ
ン
タ
ー
ゲ
ノ
ム
医
療
ユ
ニ
ッ
ト
と

連
携
し
世
界
初
の
が
ん
遺
伝
子
検
査

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
高
い
解
析
技

術
を
活
か
し
て
、
2
0
2
0
年
6
月
、

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究

開
発
機
構
（
A
M
E
D
）
に
お
け
る

「
先
進
的
医
療
機
器
・
シ
ス
テ
ム
等

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
にC

raif

と
共

に
採
択
さ
れ
、
尿
検
査
に
よ
る
超
高

精
度
早
期
が
ん
リ
ス
ク
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し

た
。　当

院
は
単
な
る
検
査
の
窓
口
で
は

な
く
、
本
検
査
を
共
に
研
究
開
発
す

る
国
内
代
表
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

世
界
に
先
駆
け
検
査
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　『m
iS
ignal®

』
は
尿
中
に
ご
く

微
量
に
含
ま
れ
る
マ
イ
ク
ロ
R
N
A

と
い
う
短
い
核
酸
の
断
片
を
集
め
て

が
ん
リ
ス
ク
を
判
定
し
ま
す
。

　が
ん
組
織
は
他
の
正
常
な
細
胞
と

は
異
な
る
様
々
な
物
質
を
体
内
で
放

出
し
増
殖
し
ま
す
。
そ
の
物
質
の
一

部
は
尿
中
へ
排
出
さ
れ
、
放
出
さ
れ

た
物
質
の
う
ち
マ
イ
ク
ロ
R
N
A 

と

い
う
核
酸
を
捕
捉
し
て
解
析
し
ま
す
。

が
ん
患
者
の
尿
中
マ
イ
ク
ロ
R
N
A

は
早
期
か
ら
特
異
的
な
発
現
パ
タ
ー

ン
を
示
す
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、

ス
テ
ー
ジ
1
な
ど
早
期
が
ん
リ
ス
ク

を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
検
査
は
高
精
度
で
あ
る
だ
け
で

な
く
尿
を
用
い
た
検
査
で
あ
る
た
め

患
者
さ
ん
の
負
担
が
全
く
な
い
体
に

優
し
い
検
査
で
す
。
わ
た
し
達
は
早

期
か
ら
が
ん
を
治
療
す
る
こ
と
で
、

人
々
が
が
ん
で
命
を
落
と
す
こ
と
の

な
い
世
界
を
目
指
し
ま
す
。

NEW

S
N
S
新
着
情
報

社会医療法人北斗 公式SNS各種、随時更新しております！
今回は新しい　　　　　動画を2本ご紹介します。ぜひご覧ください！

後悔しないがん治療の選択
がん治療認定医の成定医師がアドバイス!

【世界初】尿検査で調べるがんリスク検診 マイシグナル
次世代がん検査について当院の腫瘍医学研究所の加藤医師が解説

NEW

■検査料金（税込）
男性／ 5種類 77,000円
　　　（食道、胃、大腸、膵臓、肺）　
女性／ 6種類 82,500円
　　　（食道、胃、大腸、膵臓、肺、乳）
■ご予約・お問い合わせ
北斗病院検診センター
☎0155・47・7777
（予約受付時間 平日9時～17時）
または☎0155・48・8000㈹まで
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医者が教え
る腎臓の教

科書

vol.3

「慢性腎臓病」について

慢
性
腎
臓
病
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
予
防
接
種
は

受
け
た
方
が
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　
　慢性
腎
臓
病
は
、

免
疫
機
能
が
低
下
し
て

い
る
た
め
、
感
染
症
に
よ
る

死
亡
や
合
併
症
が
多
く
な
り

ま
す
。　

し
た
が
っ
て
、
感
染
危
険

性
の
高
い
病
原
体
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
冬
季
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
よ
る
予
防
が
重
要
で
す
が
、

高
齢
者
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
た
後
に
肺
炎
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
肺
炎
の
中

で
も
重
症
化
し
や
す
い
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
を
行
う
こ
と
が
勧
め
ら
れ

ま
す
。　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
お

い
て
も
、
慢
性
腎
臓
病
は
接

種
優
先
順
位
が
高
い
基
礎
疾

患
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も

接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
ワ
ク
チ
ン
は

あ
く
ま
で
も
感
染
対
策
の
ひ

と
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
マ
ス
ク
、

手
洗
い
な
ど
の
基
本
的
な
感

染
対
策
を
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
患
者
で

す
が
、
運
動
は
し
た
ほ

う
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　慢性
腎
臓
病
患
者

さ
ん
に
対
す
る
運
動
療

A Q

QA

Q

腎臓内科外来

北斗病院にて診察中！
毎月第2第4の㊎土曜

石田 亜希 先生

「肝腎（肝心）」という言葉を聞いたり使ったりしませ
んか？意味は「最も重要なこと」。肝臓も腎臓も人体
に欠くことのできない重要な器官であることからきて
いるそうです。そんな大事な腎臓への疑問を、腎臓
内科外来の石田 亜希先生に聞いてみました！

法
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
十

分
な
デ
ー
タ
が
な
い
の
が
現

状
で
す
。
し
か
し
、
最
近
は

e
G
F
R
の
改
善
や
総
死
亡

率
の
低
下
を
示
す
報
告
も
次

第
に
増
え
て
き
て
お
り
、
定

期
的
な
運
動
習
慣
を
持
つ
こ

と
は
腎
臓
病
の
予
後
に
良
い

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

運
動
療
法
は
身
体
活
動
度
の

ア
ッ
プ
、
認
知
症
の
予
防
、
生

活
の
質
の
改
善
な
ど
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
お
り
、
適

度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
患
者
は

ク
ス
リ
の
排
泄
が
低
下

し
て
血
液
中
に
た
ま
り
や
す

く
、
一
般
的
に
健
康
に
良
い
と

い
う
食
品
が
常
に
有
益
で
あ

慢
性
腎
臓
病
で
す
。
友
達
か
ら
腎
臓
に
良
い
と
い
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

飲
ん
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
？る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
比
較
的
安
全
と
考
え
ら
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
で

も
血
中
濃
度
が
上
昇
し
、
結

果
と
し
て
有
害
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
適

切
な
血
中
濃
度
の
維
持
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、
い
ま
だ

健
康
食
品
に
関
し
て
の
効
果

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
（
エ
ビ
デ

ン
ス
）
が
少
な
い
た
め
、
少
な

く
と
も
腎
臓
専
門
医
、
管
理

栄
養
士
な
ど
の
許
可
を
得
て
、

服
用
す
る
こ
と
が
安
全
で
す
。
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2023.01 from Hokuto Hospital,Shintoku Clinic,Hiroo National Health Insurance Hospital
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社会医療法人北斗 公式SNS各種、随時更新しております！
今回は新しい　　　　　動画を1本ご紹介します。ぜひご覧ください！

後悔しないがん治療の選択
がん治療認定医の成定医師が「が
ん治療」についてアドバイス！
20年以上前からがんの集学的治
療に取り組んでいる成定先生にが
ん治療の選び方などについて聞い
てみました。後悔しない選択とは？

おまとめコース
SMILEドックは選べる6コース

SMILEドックは無痛MRI乳がん検診！

SMILEドック
おまとめコースなら がん・脳・心臓 コースが 一度に受けられます！

年度内に！

・30歳／平成04-05年（1992-1993年）4.1～3.31生まれ
・40歳／昭和57-58年（1982-1983年）4.1～3.31生まれ
・50歳／昭和47-48年（1972-1973年）4.1～3.31生まれ

MRIを使った  痛くない  見られない  乳がん検診。今までの検診に抵抗があった方におすすめ！

おまとめコース
以外のセットも
ご用意！詳しく
はお問い合わ
せください

24時間受付中！
※ご連絡は翌営業日 ※乳がんコースのみ

広
尾
の
み
の

ご
予
約
で
す

33,000円 16,500円
19,800円

WEB予約できます!

検診の詳しい内容、注意事
項はご予約の際にご説明い
たします。ご予約後、検診に
必要な書類等を発送いたし
ます。注意事項を必ずご確認
の上、問診票・同意書・保険
証を当日ご持参ください。

30歳・40歳・50歳対象

乳がん肺がん膵がん心臓脳がん

乳がん肺がん
膵がん心臓脳

がん

心臓脳がん
3つまとめて

●新得クリニック ☎0156-69-5151
　  〒081-0013 上川郡新得町3条南5丁目1〈ご予約受付時間／平日 9-17時〉

●広尾町国民健康保険病院 ☎01558-2-3111
　  〒089-2622 広尾郡広尾町公園通南4-1〈ご予約受付時間／平日 9-17時〉

■各料金税込 ■SMILEドックは町の助成制度が適用される場合があります ■お問い合わせは各施設まで

⬅詳しくは
　特設サイトを
　ご覧ください！

年度内
限定！！
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■関連施設
北斗病院 .................................................................（帯広市）
北斗クリニック .........................................................（帯広市）
十勝リハビリテーションセンター...............................（帯広市）
サービス付き高齢者向け住宅 あやとり....................（帯広市）
十勝自立支援センター介護老人保健施設 かけはし（帯広市）
ほくと自立支援ホーム/カンタキあおぞら..................（帯広市）

認知症対応型共同生活介護グループホーム あおぞら （帯広市）
上士幌クリニック/介護老人保健施設かみしほろ （上士幌町）
新得クリニック .........................................................（新得町）
熊谷総合病院 .............................................（埼玉県熊谷市）
HOKUTO画像診断センター............（ロシア・ウラジオストク）
HOKUTOリハビリテーションセンター （ロシア・ウラジオストク）

～ 進む十勝のがん治療 ～
社会医療法人 恵和会

帯広中央病院市民公開講座

1940年代に始まったがんの薬物治療から約80年、今や個々の分子レベルで診断が行われ最適ながん治療を提
案できる時代となりました。ここ十勝でも時代に即したがん治療を積極的に取り入れ、展開しています。今回はそ
れぞれの強みを活かした病院連携によって患者さまに最適な医療の提供を目指す、帯広中央病院と北斗病院の
がん治療をご紹介します。

講演2

成定 宏之 先生

がんの集学的治療とは
北斗病院 放射線治療科医師

セカンドオピニオン外来

講演1

菅原 好孝 先生

最近の肺癌の診断と治療（仮）
帯広中央病院 病院管理者

呼吸器内科医師

会場＆配信

とかちプラザ2月
2023年

帯広市西4条南13丁目1

開場 13：30 開演 参加14：00 無料・要予約

・お名前 ・電話番号 ・医療機関名（医療従事者
のみ）をお電話またはFAXにてお知らせください。会場聴講

お申し込み先

締め切り
2月8日㊌

配信視聴
お申し込み先

締め切り
2月11日㊏

■帯広中央病院 地域連携室
☎0155-67-5638
■北斗病院 コールセンター
☎0155-48-8000㈹

成定先生菅原先生

※各施設受付時間9～17時

12日 1階
大集会室

Zoom（ウェビナー）
で配信します。2次元
コードまたはURLから
お申し込みください。
視聴のみとなります。

●URL　https://tinyurl.com/2hhh2zkr
●サポートデスク専用ダイヤル☎050-7300-8635

2023年
1月
15日
発
行

発
　
行
：
社
会
医
療
法
人
 北
斗
 

責
任
者
：
久
保
田
　
亨

発
行
人
：
鎌
田
　
　
一
 

編
集
長
：
伊
藤
　
　
慎

〒
080-0833 帯

広
市
稲
田
町
基
線
7番
地
5

☎
0155-48-8000 FA

X
0155-49-2121

★
広
報
誌
★

109
V
O
L.

月
号

2023年

１
奇
数
月
発
行


